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■外科医的建築家という
　構造家・今川憲英さんは「外科医的建築家」と
称える。世代を超えた長命的な建築を実現すること
を最も重要な命題であると考えているから。日本大学
坪井善勝研究室から東京大学生産技術研究所川股
研究室を経て，渡辺邦夫さん（構造設計集団〈SDG〉）
の元で7年のキャリアを積む。構造設計TiS & 
PARTNERSを発足してから40年。300人以上の建築
家やアーティストとともに2,400に登るプロジェクトを世
に送り出し，構造界を牽引し続けている。
　賑わいがある事務所のエントランスには，素材ごと
にまとめられたプロジェクトの冊子が並ぶ。耐震改修
で「ユネスコ文化遺産保全のためのアジア太平洋遺
産賞」優秀賞と「日本建築学会業績賞」を受賞し
た代表作の横浜赤レンガ倉庫（1999年/延床面積
10,755m2）もその中の一つとして掲載されている。
網羅されているのは，手がけたおそらくすべてのプロ
ジェクト。概要とともに意匠設計者と施工者や受賞も
書かれていて開示されたカルテのよう。今川さんの
建築に向かう姿勢が外科医的。実際に，清水寺の
舞台の仕口をレントゲンで調査したこともあります。
■地球的規模の発想
　約50cm四方の合板でできた枠に厚さ15mmの強化
ガラス二枚を重ねてはめ込む鋼製格子が仕切りのオ
フィス。震度6の揺れにも壊れない耐震壁になるとい
うハイブリッド最新システム工法の壁だ。幼稚園や教
育施設など24の建物で使われて，「ガラスと鋼の耐
震システムISGW」で2008年グッドデザイン賞受賞。
騒音が少ない接合技術で，コンパクトで運搬しやす
い工法だ。短期間で耐震補強ができ，開放感もデ
ザイン性もある魅力的な耐震システムです。
　ビートたけしさんとCO2エコストラクチャー談義をした
『新潮45』（2012年6月号）の「二酸化炭素を吸う建

築素材って？」は，表題に「外科医的建築家との達
人対談」。専門外のたけしさんが的を得た質問をして
いて理解しやすく回答している。ケイ砂に炭酸ガスを
注入すると固まるという特性を活かした鉄筋コンクリー
トの代替素材。化学（気体）が建物全体を一瞬で
固める接合方法で成立するという，世界中どこでも
建設可能な新素材の提案なのです。
■明日を託す構造家を
　覇志堂が今の目標を聞くと，「人」を挙げた。構
造界を引っ張る人材を育てたい，研究にハングリー
精神をもった人を，と常々考えていた。Arupの伊藤
潤一郎さんが叶えてくれつつあるその人。太田市美
術館・図書館（設計：平田晃久）で2017年日本構
造デザイン賞を受賞して注目の構造家だ。今川さん
の東京電機大学教授時代の門下生です。
　小説家で評論，随筆，翻訳の世界で名高い丸谷
才一（1925 ～ 2012年）の『あいさつは一仕事』（朝
日新聞出版，2010年）から今川ワールドを垣間見る
ことができる。丸谷さん在住のマンションの瑕疵問題
で唯一居住者の側で闘った専門家だったのだ。それ
を縁に，今川さんの研究者としての姿や人柄に敬服
して親交を深める。子息の結婚式で丸谷才一から名
祝辞を頂くまでの間柄になったのでした。天才的な
独自の流儀で，研究と同様に人とのつながりにも発
展性のある世界を繰り広げる今川さん。セレンディピ
ティとは，偶然な幸運で発見しそれを活かし発展させ
ること。偶然や幸運は，潜在的知識や洞察力が必要
ともいう。祇園祭で鉾と一緒に歩くのも仕事で知り合
った祇園のお茶屋さんとの付き合いから。触れる世
界すべてを建築につなぎ，自由に闊歩する姿は，謎
めいていて粋な構造家です。
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